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令和７年（2025 年）１月 29 日  

西宮市議会議長  八木 米太朗 様 

 

教育こども常任委員会 管内視察報告書 

 

■視察日時   令和６年（2024 年）11 月 20 日（水） 

午後１時 30 分から午後４時 40 分まで 

 

■視察委員   委 員 長  浜 口  ひとし 

        副委員長  おくの  尚 美 

        委  員  一 色  風 子 

          〃    大川原  成 彦 

          〃    川 村  よしと 

          〃    佐 野  ひろみ 

          〃     庄 本  けんじ 

                  〃     たかの  し ん 

 

■視察先    ①上甲子園中学校  西宮市上甲子園４丁目９番 11 号 

        ②南甲子園小学校  西宮市南甲子園３丁目９番 16 号 

 

■視察事項   学校施設のマネジメントについて 

 

■視察先対応者 教育総括室長    薩 美  征 夫 

        学校管理課長    二軒谷  隆 弘 

        学校管理課担当課長 谷 木  陽 介 

        営繕課長      堤 下  寿 生 

        設備課長      菅 野  大 和 

        学校施設保全課長  日 下    明 

        上甲子園中学校校長 飯 干  英 典 

        南甲子園小学校校長 神 崎  雅 之 
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■視察風景 

上甲子園中学校 
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南甲子園小学校 

 

































教育こども常任委員会管内視察報告 
 

庄本けんじ 
 

・視察目的 築年の古い学校と比較的新しい学校の現状を視察 
・視察日時 ２０２４年１１月２０日（水）午後 
・視察場所 上甲子園中学校および南甲子園小学校 
 
＜上甲子園中学校＞ 
 上甲子園中学校は、１９４８年に市立今津中学校より分離し、開校した。１９４９年、新校舎が竣工した。１

９５０年４月に開校式典を開催し、この日を開校記念日と位置づけている。１９５７年１０月、第６期校舎が完

成し、現在の校舎のもとができる。１９５９年８月にプールができ、９月に給食室の竣工と学校給食の開始、翌

年の１９６０年には体育館兼講堂が建てられ、その後、１９９１年、格技室が設置されている。 
 校舎の竣工から今日までのあいだ、改築工事、外壁塗装工事、改修工事、耐震補強工事などがおこなわれ、維

持されてきている。 
 
 印象深いところを紹介しておく。 
 
（理科室） 
  説明では、６０年間使用しているとのこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（技術室） 
 ドリル盤。博物館に展示してもよいような古い工作機。現役で働いているとのこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（トイレ） 
 トイレは、順次、乾式に改修している。 
 また、洋式化もすすめることにはなっているが、進捗が遅い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（格技室と体育館） 
    格技室                      体育館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（校舎） 
  北校舎と西校舎は行き来できるようにつながっているが、それぞれの建築時期が異なり、その間に建築基準

が変更されたため、階高が異なった状態でつながっている。そのため、各階の接続部分に段差が生じ、階段の設

置で廊下をつないでいる。校舎内のバリアフリーにおいて、一般教室や特別教室の配置などの工夫で対応してい

るように見受けられるが、課題が解決できていない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜南甲子園小学校＞ 
 南甲子園小学校は、１９５８年に鳴尾小学校より分離独立し、その年の１０月１０日開校式を行い、この日を

開校記念日としている。１９５８年９月、新校舎の第一期工事竣工を皮切りに、校舎の建設は、１９６７年２

月、第七期工事竣工を迎えるまで続き、完了した。 
 その後、給食室、図書室、視聴覚室、体育館が建設、整備された。 
 校舎の改修が検討され、２０１１年１１月、校舎改築推進委員会が設置され、改築工事が終了し、２０１６年

３月に新校舎へ移転、現在の校舎となっている。 
 
（ラーニングスペース） 
 従来の教室の配置とは違って、廊下の部分がラーニングスペースになっていて、教室が開放的な造りになって

いるのが特徴だった。 
 
（ベンチの設置） 
 トイレの近くにはベンチが設置されていて、児童らのちょっとした居場所、休息、交流の場になっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（太陽光パネル＝環境学習） 
 環境学習にも活用されている太陽光パネルとその掲示板が設置されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（防災用品の備蓄） 
 学校は、防災拠点であり、災害時の避難所ともなる。設備の充実などが求められるが、水準に満たしているか

どうかはさておき、専用の倉庫が設置されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜所見＞ 
 校舎の築年数が長期になれば、老朽化対策が必要になる。しかし、老朽化への対応と、バリアフリー、インク

ルーシブ教育、GIGAスクールなど、社会環境や教育環境変化への対応は、おのずと違ってくる。古いものを大

切に使い続けることは、良いことだと評価しておきたい。 
 ただ、改築、改修の計画がすすめられる過程では、改築、改修の計画の対象となる学校では、学校環境の改善

が社会の発展水準に追いついくことができるが、そうでない学校では、教育環境改善の独自の対応がなければ取

り残され、教育の格差を生じさせることになりかねない。現に、そのような問題、課題が生じているように見受

けられる。 
 老朽化対策と、社会環境や教育環境に求められる対策と対応は、別々に計画を立て、推進してゆくべきだと考

える。 
 

以上  
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